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分類： ツル目ツル科  
全長:             

翼長:           

尾長:           

嘴峰長:        

ふしょ長:      

体重:          

※北海道の成鳥（平均値±標準誤差），Inoue et al.(2013)より． 
 

羽色： 

 全身は白色．顔と首，次列，三列風切りは黒く，目の後ろ

から首筋にかけて白い模様がある．成鳥は頭頂の皮膚が

赤く露出していて，それが名前（丹頂）の由来である． 
 

鳴き声：  

 鳴管が長く，大きな音量で鳴く．つがいの鳴き合いはオス

の「コー」の一声とメスの「カッカ」の二，三声で構成され，そ

れが繰り返される．他にも警戒声，飛び立ちを促す声，交

尾を促す声など多数の鳴き声がある．ヒナは「ピー」という

澄んだ声を発し，親離れ前後で声変わりする．  

分布： 

 個体群は主に2つにわかれる．1つが夏に北東ロシアや

モンゴルのアムール川流域とその支流で繁殖し，中国の江

蘇省沿岸・黄河下流域と朝鮮半島の非武装中立地帯に南

下して越冬する渡り性の大陸個体群である．2つ目が北海

道の道東地域（十勝・釧路・根室）を中心に生息し，オホー

ツク地域，道北の太平洋岸にも広がりつつある個体群で,

越冬期には給餌場に移動する個体が多い． 
 

生息環境 ：   

 湿原，小さな湖沼，河川，干潟，水田などの湿地環境に

好んで生息している．越冬期は主に小さな河川をねぐらと

して利用する．牧草地，コーン畑，麦畑，牛舎，堆肥置き

場，給餌場などの湿地以外でも採餌する． 

繁殖システム： 

 一夫一妻で,主につがいで行動し共同で子育てする．3

～4歳で成熟し，繁殖を試み始める．つがい関係は数年以

上続く安定的なものらしい．4月～9月にかけての繁殖期に

は，つがいは自身の縄張り（国内で1-7 km2）を形成する． 
 

巣，卵： 

 切り取ったヨシなどを重ねて，直径１m以上の円形の巣を

湿地に作る．卵の平均的な大きさは長径が約10cm，短径

が約6cmである．茶色の斑点模様をもつベージュ色型と，

斑点無しの白色型の2タイプがある． 
 

抱卵，育雛期間： 

 雌雄交代で抱卵する．メスはほぼ毎年，4月頃に産卵し，

繁殖に失敗しても何度か再繁殖を試みる．一腹卵数は2個
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で，抱卵期間は29日から34日．ヒナは孵化後約100日で飛

べるようになり，翌年の3月頃まで親と共に過ごす． 
 

越冬期／非繁殖の若い個体： 

 越冬期（11月～3月)は主に群れで採餌を行い，ねぐらを

共にする．釧路地方に住む一部のつがいは一年中，同じ

縄張りを維持し，家族単位で生活する．縄張りをもたない

若い個体は，繁殖期も若い個体同士で小さな群れをつく

り，定住せずに移動しているようだ． 
 

渡り： 

 大陸の個体群は朝鮮半島と中国沿岸の越冬地まで700

～2300kmもの距離を渡る(Higuchi et al. 1998)．現在,国内

の個体群は長距離の渡りをほとんどしていないが，古文書

の記載から，江戸時代には国内の個体群の一部も越冬期

には本州へ南下して渡りをしていたと推測される(久井 

2016)． 

 雑食性でミミズ，甲殻類，貝類，昆虫，カエル，ドジョウ，

コーンや麦などの穀物，水性植物の芽などを食べる．主に

歩きながら探索し，くちばしで突いて採餌する．親は，幼鳥

に食べられる物をくちばしで示す教示のような行動を行うこ

とが知られている． 

 儀式化した動作（ディスプレイ）が発達しており，群れ内

の個体やつがい相手とのコミュニケーションで使われてい

る．ここでは最近，私の研究により明らかになった3種類の

ディスプレイについて記載する（Takeda 2016）． 
 

Ｉ. 背曲げ：群れに飛来した個体が威嚇の前兆として機能

する信号  
 背曲げ（図１）というディスプレイは餌資

源を巡る競争場面や，つがいダンスで使

われている．群れに飛来する個体の飛来

時の背曲げを調べたところ，その頻度が

餌資源への欲求の強さや，付近の個体数

と関係していた．また背曲げを行う個体は

威嚇を頻繁に行い，付近の個体もそれに

反応して攻撃行動または逃避行動を見せ

た．このことから，飛来時の背曲げはその個体の攻撃性の

高さを表すことが示唆される（Takeda et al. 2015）． 
 

ＩＩ. つがいによる鳴き合い：共同して餌資源を守る信号 

 つがいによる鳴き合い（図2）は，

繁殖期の縄張り防衛や，つがいの

絆の維持に働くと考えられる．一

方，越冬期の餌場の群れにおい

ては，餌が必要なつがいが頻繁に

鳴き合いを行っており，鳴き合い

の頻度が高いつがいほど餌資源

の防衛に成功していた．このことか

ら，群れ内におけるつがいの鳴き

食性と採食行動 ４． 

興味深い生態や行動，保護上の課題 ５． 

生活史 ３． 

分布と生息環境 ２． 

 図１ 背曲げ 

● コミュニケーション：多彩な身振りの意味合い   

 図2 鳴き合い 
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かった個体数は2016年シーズン現在，1,800羽前後にまで

増加した(百瀬 2017)．近年，国内個体数は安定した状況

にある．一方で，給餌場の観光地化と繁殖地の拡大に伴

い，人との距離が近くなり，酪農業との摩擦が問題になりつ

つある．例えば，牛舎で餌を横取りし，家畜にストレスを与

えたり，畑に入ることで農作物に被害が出たりしている．ま

た，過疎化の進行で，タンチョウが依存している酪農地の

状況が変化している．例えば，酪農業の形態が家族経営

から大規模経営への移行に伴い，餌場となる堆肥置き場

（家畜の糞尿の集積所で，餌となるミミズに富む）が減少す

るだろう．その上，耕作放棄地は今後も増加するだろう．近

年，タンチョウの繁殖地と越冬地はともに分散傾向にある

が，今後どのように分散していくのかは，これらの環境変化

に依存するだろう．さらに，環境省は給餌量を段階的に減

少させる方針を2015年度に打ち出しており，越冬期の状況

も変化していくと予想される．このように，タンチョウの保全

は歴史的な岐路に立っており，人との共存への道を新たに

探っていく必要がある．そのためには，個体数や繁殖場所

の把握をはじめとした継続的なモニタリングが不可欠であ

る． 
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 「優雅な生活は最高の復讐で

ある」を標語に，タンチョウ

の研究を続けて今年で7年目で

す．研究や調査地等でお世話

になっている皆様への感謝を

胸に，興味深い成果を発表で

きるよう全力を尽くします． 
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合いは，餌資源の共同防衛の機能をもつと推測される

(Takeda 2016)． 
 

III. つがいダンス：順序と踊り方によるつがいのやり取り 

 つがいダンス（図

3）は求愛時に配偶

者選択の手段として

使われていると言わ

れてきたが，つがい

形成後もダンスは行

われるため，求愛以

外の役割もあると考

えられる．しかし，つがいダンスは多数の行動要素で構成

され，また雌雄が双方向に行う複雑な行動であるため，こ

れまで研究が進んでいなかった．近年では情報処理技術

が発達したため，ダンスを通したコミュニケーションの仕組

みが明らかとなってきた(Takeda 2016; 武田2017)． 

 雌雄間での行動要素の出現順序と同調について調べた

ところ，「つつき」，「お辞儀」，「背曲げ」の3つの行動要素

がつがいダンスの中心構造であり，これらの行動要素が雌

雄で互いに同調しつつ，順番に行われていた．規則的な

特徴をもっていることから，行動要素のみでなくその出現順

序がタンチョウにとっては重要な意味を持つと考えられる． 

 ダンスの踊り方は，つがいや時期によって異なる．踊り方

と繁殖成功との関係を調べたところ，過去に繁殖に成功し

てきたつがいほど，ダンスの息が合う度合いが低かった．こ

のことから，過去に繁殖できていないつがいほど，ダンスの

息を合わせることで絆を強めようとしているのかもしれない．

そうであれば，ダンスの踊り方はつがいの協調性と関係し

て，将来の繁殖にも影響を与えていると考えられる． 

 今後も，複雑な行動の事例として，タンチョウのディスプレ

イをさらに詳細に調べていくことで，ヒトを含めた動物の複

雑なコミュニケーションを理解する手がかりになるだろう． 

 タンチョウは，2016年現在，総数で2,700羽前後と推定さ

れており(BirdLife International 2016)，国際的には2016年

IUCN版レッドリストでEN(絶滅危惧種)に，また国内では特

別天然記念物に指定され，保護活動が続けられている． 

 大陸の個体群では，開発による生息湿地の減少と乾燥

化が深刻であり，個体数は減少傾向にあると推定される．

中国の塩城自然保護区では，2008年シーズンに観察され

た越冬個体数は9年前よりも65％も減少しており (BirdLife 

International 2016)，予断を許さない危機的な状況にある．

また，現在の中国におけるタンチョウの越冬地は，1980年

代の越冬地の8％にまで減少した(Su and Zou 2012)．重要

な生息地が中国の開発地域や朝鮮半島の非武装中立地

帯にあるため，情報が不足し，保全活動もままならない．今

後，更に連携した国際協力による保全活動が必須である． 

 国内では1950年頃，地元農家による餌付けの成功がきっ

かけとなり，タンチョウの保護が自発的に開始された歴史を

もつ．その後，越冬期における給餌の実施，研究者や行政

などによる電線事故防止策，自然保護団体による繁殖湿

地の保全などが功を奏し，1953年に数十羽しか確認されな

図３ タンチョウのつがいダンス 

●  保全：現状と課題 


